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登録リスト（該当：14件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 舌喰池]	舌喰池	　日本遺産の「塩田平のため池群」の一つである。年間降水量が全国で最も少ない上田市は、農業用水を確保するためにため池を100か所以上作った。そのうちの一つが舌喰池である。貯水量は、138,000㎥、満水面積は、61,400㎡、堤高は7.0ｍである。舌喰池周辺の水田では、上田藩で作られる米の約半分が作られ、他にも雨乞いをする儀式の場としても使われた。舌喰池の名前の由来の一つとして、ある昔話が関係している。昔この池が造られた頃、土手から水が漏れて、十分に水を溜めることができなかった。そこで池の改修をするにあたり、土手に、生きた人を土中に埋めて祈るという「人柱」を入れなければ水が溜まらないという話があった。
くじ引きで決められたある娘さんは、日夜悲しみに明け暮れていたが、人柱に立つ前の晩、身の不運を嘆いて舌	2024-02-13
	2	[image: 男池]	男池	　日本遺産の「塩田平のため池群」の一つである。上田市の池は戦国時代から昭和時代までの間に数多く作られてきた。その背景には、上田地域が全国でも有数の寡雨地域であることがある。一方、雨が少ないため晴天の日が多く、気温も低すぎることは無かった。したがって、肥沃な土地で農業用水を確保さえすれば、水田農業に適した土地であった。農民たちはため池を造成し、男池も農業用水確保のために作られた。男池は、江戸時代に仙石氏が統治していた時に作られたため池であるとされている。江戸時代では、ため池の存在は重要であったため上田藩をあげて作られた。現在の男池は、農業用水として使われ、産川からため池に水を貯水している。男池の貯水量は約50000㎥で、満水面積は約20600㎡、堤高は8ｍである。
　男池が作られた背景を知る	2023-11-30
	3	[image: 加古池]	加古池	上田市保野にあるため池。時期になると蓮の花が咲くらしい。しかし、この池の蓮がいつ頃、どうして育ったかは分かっていないそうだ。池の中には、植物の枯れた茎のようなものが沢山生えており、恐らくそれが蓮なのだろうと感じた。池の周りはウォーキングコースになっていた。蓮の花が咲く頃にその道を歩くと心地いいだろうなと思った。	2023-11-28
	4	[image: 塩吹池]	塩吹池	上田市保野にある大きなため池。訪れた日(2023年11月23日)には、工事中ということで水が抜かれて、工事車両が入っていた。水が無い分、より池が大きい印象を受けた。また、近くには石祠のようなものが設置されていた。なんのためのものなのかは分からないが、降水の少ない地域なので、雨を降らせる神様のようなものが祀られているのかな、と勝手に思った。とっても広い池なので、水が張られていたらより良い風景が楽しめたのかもしれない。	2023-11-28
	5	[image: 共有池(ともいけ)と上平池(うわだいらいけ)]	共有池(ともいけ)と上平池(うわだいらいけ)	どちらも舞田駅、舞田公民館付近に存在するため池。かつては鯉が養殖されていたらしい。天気がいい日に来たので、水面に周りの風景が反射してとても良い景色を見ることができた。	2023-11-28
	6	[image: 農林水産省 全国ため池百選 塩田平のため池群]	農林水産省 全国ため池百選 塩田平のため池群	　ここに写真を挙げた瓢箪池、男池、女池などは、「塩田平のため池群」という1項目として農林水産省の全国ため池百選に選定されている。No.という表記があるためややこしいが、この番号は「塩田平のため池群」の内部で上田市が独自につけたものだ。「塩田平のため池群」は、全国ため池百選の中ではNo,30が振られている。
　
　塩田平のため池の多くは、17、18世紀の江戸時代に築造されている。しかし、江戸時代以前からため池は存在したようである。それらは残っていないようだ。

　写真のようにため池には看板がつけられているが、倒れたり隠れたりしてしまっているものもある。状態の悪い看板は、保全されないため池が江戸時代以前のため池のように廃れていくことを示唆している。

参考 農林水産省のため池百選についてのパンフレッ	2023-11-13
	7	[image: ゼミ発表資料]	ゼミ発表資料	参照
Vol113■とく☆とく信州　塩田平のため池群 | 楽園信州 https://blog.nagano-ken.jp/magazine/various/622.html	2023-01-27
	8	[image: ため池の必要性]	ため池の必要性	そもそもなぜ塩田平にはため池が必要だったのでしょうか。それは、全国でも有数の寡雨地域であったからです。雨が少なく年間の降水量は890mmであり、稲作をするときに必要と言われる降水量である1000mmを下回ります。そのため、稲作をするためには厳しい土地でした。幸い、土壌は元々塩田平は湖であったことなどから肥沃だったため、水が足りないという課題を灌漑で解決すれば稲作ができました。用水路を使った灌漑などが長野では多いですが、塩田平を流れる川は、どれもたくさんの農地を潤すほどの水量はありませんでした。そこで、塩田平ではため池灌漑という長野県では珍しい灌漑方法がとられています。

参考:ため池のれきし-信州上田|塩田の里|とっこ館
	2022-01-26
	9	[image: 「信州上田学」学びの成果発表会(2021/01/24オンライン実施)]	「信州上田学」学びの成果発表会(2021/01/24オンライン実施)	★「信州上田学」学びの成果発表会 配布/印刷用PDF

日時　2021年1月24日(日) 9:30～12:00
会場　オンラインライブ配信にて一般公開(メイン会場は長野大学リブロホール)
主催　長野大学地域づくり総合センター
来賓　上田市長(予定)、特別講師
オンラインURL　追ってお知らせします。
プログラム
９：30	開会 はじめに
	来賓紹介
９：40	第１部	教員による地域協働型研究紹介
「塩田平のため池群における水資源管理の変遷と新たな利用価値の創出」
報 告 者	高橋大輔	環境ツーリズム学部教授
10：00	第２部	学生発表会
10：05	「信州上田学 A」履修生・市民受講生発表
テーマ	地域探検	信州上田デジタルマップ
10：20	「信州上田学 B」履修生発表
テーマ1．福祉の源流を知る、源流に触れる/農	2021-01-16
	10	[image: 塩田平のため池：舌喰池と里山の秋]	塩田平のため池：舌喰池と里山の秋	2012年10月の記録。この時期、ため池は池干しされて地面が丸見えになっています。さらに塩田平の遙か彼方に広がる浅間山から烏帽子岳の山々の美しいこと。独鈷山の山麓に緩やかに広がる棚田の景観、里のたたずまいなど風情があります。いつもの見慣れた風景とは感じられるものが違っていました。	2020-07-31
	11	[image: 新緑が映える瓢箪池]	新緑が映える瓢箪池	長野大学から歩いて５分ほどのところに上田市自然運動公園があります。そのメイン施設の一つが、長野大学新入生歓迎スポーツ大会の会場でもある体育館です。自然運動公園と称する理由のひとつには自然公園もあるということです。その最たる環境の一つが瓢箪池です。「ため池百選」に選定された「塩田平のため池群」の一つです。

しかしながら、この池は、ため池というよりも、バードウォッチングのスポットとして愛好者にはよく知られています。ちょうど新緑が芽生えて濃くなろうとしている時で、新緑がまぶしいばかりです。それとともに鳥のさえずりがよく聞えています。双眼鏡があれば、ここでしばらく足止めしても時間が惜しくないぐらいです。	2020-07-31
	12	[image: 昭和のため池「沢山池」]	昭和のため池「沢山池」	「ため池百選」に選ばれた「塩田平のため池群」の中でも最大のため池が沢山（さやま）池です。沢山池はため池群の中では群を抜いて新しく、1938年の竣工です。

ため池の多くは江戸時代以来のものです。その中にあって昭和という時代には、問題をより根本的に解決する対策として地域の最上流にダム湖を作り、大容量の用水を蓄えることができるようになりました。このため池が現在も使われていることも感動的です。この時期、田んぼの収穫も済んで農閑期に入ります。その間、ため池は池干しをするようです。沢山湖の湖底がむき出しになった風景は私も初めて見ました。

このような大規模なため池が果たす効果も大きい一方で、維持管理などの問題もあるようです。湖の底に泥が溜まり続け、その浚渫に多額の費用がかかるようです。その昔	2020-07-30
	13	[image: 小島大池（ため池）]	小島大池（ため池）	塩田平にある、ため池100選にも選ばれた塩田平のため池群のひとつです。
10万2千トン貯水でき、堤頂は555mあります。
近所の方々が周りの道をウォーキングロードとして利用しています。
鴨が泳ぐ姿などが自然を感じさせてくれます。	2020-05-26
	14	[image: 小島大池]	小島大池	農林水産省のため池百選に選定されている「塩田平のため池群」の一つである。この小島大池にはイノシシと鉄砲の民話(猪溺死事件)があり、ため池の歴史や時代背景などを知ることができる。他のため池にも民話があり、「信州上田塩田の里」http://www.shiodanosato.jp/tameike/mukashi.phpで見ることができる。
かなり大きいため池であり、鳥もよく見かける。近くに神社もあり春には桜とため池できれいな景色が見ることができる。	2020-05-25
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